
教師生活初のオンライン運動会 
９月１４日（火）、オンラインで運動会を開き

ました。もちろん、職員全員が人生初のオンラ

イン運動会。手探りでの実施でした。 

夏休み後、オンライン授業が続き、登校が始

業式から２週間後の 9 月 6 日（月）に。ここか

らわずか１週間の練習で運動会当日を迎えるこ

とになりました。それは忙しない1週間でした。

その上、夏休み中の課題や作品を持ってきたの

で、その処理もしなければならずてんやわんや。

３年生は 1学期中のオンラインに入る前に５０     

（３年生スタンバイ！OK！）    ｍ走のタイムを取っていたのでよかったのです

が、他の学年では、子どもたちのタイムが分か

らないところもあり、赤白に分けるところから

大変でした。種目は徒競走（３年生は８０ｍ）

と団体種目（新潟で言うところの興味走、工夫

走）の２種目。コロナ禍ということで、団体種

目も密にならないようにとか、できるだけ接触

を避けてなど様々な制約の中、知恵を絞って当

日に向けて頑張っていきました。 

団体種目は、「バタバタペダル」というタイト

ルで、３年生２人、４年生２人の計４人で新聞 

（３年生は初めて８０ｍ走に挑戦！）  紙のはしを持ち、その上にソフトバレーボール

を載せてリレー形式で運ぶという競技を考えま

した。BTSが大人気の中、「BUTTER」の曲に合わ

せて入場し、韓国の配達を「ペダル」と呼ぶと

ころからリレー形式でボールを配達する、運ぶ

という意味で考えました。これは、リレーでも

新しい新聞紙を使うことで、１回１回の道具の

消毒を省くという工夫もしてみました。ボール

にも落ちた時以外は触らない、というルールで

取り組みました。 

徒競走は８０ｍということで、コーナーで 

（走った後は等賞旗の前に整列！）  カーブを走らなくてはならず、何度か練習もし

ました。４年生とも時間を合わせながらわずか１週間の練習で何とか仕上げ、当日を

迎えました。走る時にはマスクを外し、ゴールしてからつけるところも徹底し感染防

止に細心の注意を払いました。ただ、どうしても、練習を進めたりする中で接触した 

り、応援してしまったり、なかなか難しさを感じざるを得なかったのが現実です。 
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（自分たちの番以外は、教室での応援です。Zoomの画面で声を出さずに！） 

（BTS「BUTTER」に合わせて手拍子で入場！３，４年生混合の４人で１チームです） 

（感染防止から使い捨ての新聞紙を採用！切れないように落とさないように！） 

例年いるはずの保護者の姿はなく、校庭（グラウンド）にも１００人以上出ること

はできず、次の番の学年が校庭横の木のベンチに集合するという方法で進めました。

あとは教室でテレビ（zoom）で中継される画面を見るだけ。のちの反省では、この教

室で見ている子どもたちが密だったのではというものが出されました。 

また、ソウル教育庁からの指導で、イベントは一切禁止になっていて、今回の運動

会も当初の土曜日ではなく、普段の体育（を装いながら）ということで実施したもの

でした。毎年、放送機器もすごいものを使っていたのですが、今回は体育館で使って

いるもの１台でした。それでも、昨年中止になったことを考えると素晴らしい運動会

だったと感じます。実際保護者からも肯定的な意見が多く寄せられました。 


